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               【第 25 号】       鹿児島県経済連･肥料農薬課 

茶園に使用する農薬の系統・特性と効果・使用法について 

     （殺虫剤・・・害虫防除剤） 

茶園の管理作業などはほぼ終わり、病害虫防除も一休みの時期になりました。今回は茶園に使用

する農薬を系統別に作用や特性、効果について紹介します。登録失効、登録内容変更と米国残留基

準値(MRL)設定剤の追加などが少しあります。薬剤は系統別に整理し、理解してください。この時

期に少し勉強し、防除技術や効果的な農薬の使用法の知識を習得してください。 

殺虫剤の作用特徴と使用法 

 昆虫害虫を防除する殺虫剤の作用で多いのが神経伝達系に作用するものです。神経伝達を攪乱・

阻害して殺虫するもので、有機鱗剤（ｺﾘﾝｴｽﾃﾗｰｾﾞ活性阻害作用）、合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ剤（中枢・末梢神

経に反復刺激作用）、ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤（ｼﾅﾌﾟｽ後膜の受容体作用）、ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系剤、ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ系剤（GABA

受容体作用）、ｽﾋﾟﾉｼﾝ系剤（ﾆｭｰﾛﾝ接合部の受容体活性化作用）などがあります。これらの神経系に

作用する殺虫剤は一般的に速効的性質があります。 

代謝系に作用して殺虫するものではﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱの呼吸ｴﾈﾙｷﾞｰ系を阻害して殺虫するものにｺﾃﾂ、ｶﾞ

ﾝﾊﾞ、ﾊﾁﾊﾁ、ｻﾝﾏｲﾄなどがあり、効果はやや遅効的で残効性があり、茶の吸汁性害虫に使用されます。   

昆虫の脱皮関係の代謝に作用し、皮膚ｸﾁｸﾗ形成阻害による脱皮阻害作用で殺虫するものにはｶｽｹ

ｰﾄﾞ、ﾉｰﾓﾙﾄ、ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞ、ﾏｯﾁなどがあり、一方、脱皮ﾎﾙﾓﾝ的に作用し、脱皮促進作用で殺虫するもの

にはﾌｧﾙｺﾝ、ﾛﾑﾀﾞﾝなどがあります。また昆虫の成長（変態・脱皮）ﾎﾙﾓﾝ代謝に作用して殺虫するの

がﾌﾟﾙｰﾄです。これらの剤は IGR 剤（昆虫成長制御剤）といわれ、昆虫独自の生態に作用するため

人畜に安全性が高く、天敵などへの影響も少ないです。作用は遅効的になります。 

その他、比較的新しく開発された剤に昆虫の摂食吸汁行動阻害作用で殺虫するものにｳﾗﾗ、ｺﾙﾄ

があり、吸汁を停止し死亡するのにやや時間を要するため遅効的ですが、被害は防止できます。吸

汁性害虫に有効です。また、昆虫の筋細胞小胞体の Ca ｲｵﾝ放出に影響し、筋・体の収縮（摂食）

停止作用で殺虫するものにｼﾞｱﾐﾄﾞ系剤のｴｸｼﾚﾙ、ﾃｯﾊﾟﾝ、ｻﾑｺﾙ、ﾌｪﾆｯｸｽ、ﾖｰﾊﾞﾙなどがあります。 

有機栽培に使用できる BT 剤は BT 菌およびその生産毒素で、鱗翅目害虫幼虫が中腸で中毒を起

こし殺虫される剤ですが効果は遅効的で、緩慢です。 

薬剤の効果発現には殺虫力、速効性、残効性、浸透移行性などが影響します。薬剤抵抗性は殆ど 

の殺虫剤で、発現する恐れがあり、同一系統剤の使用回数に十分留意する必要があります。現実に 

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏに対しﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤、IGR 剤、ﾊﾏｷﾑｼ類、ﾁｬﾉﾎｿｶﾞに対しｼﾞｱﾐﾄﾞ系

剤、IGR 剤などの抵抗性問題が地域によってみられています。（添付の参考試験ﾃﾞｰﾀ） 

 殺虫剤の天敵類への影響も十分留意し、選択する必要があります。現在使用されている殺虫剤は、

選択性が大きく、比較的に天敵への影響は少ないもが多くなっています。 



 主要殺虫剤の系統と特性・特徴 

  系統 主な薬剤         特 性   特 徴 

有機燐剤 ｽﾌﾟﾗｻｲﾄﾞ 

ﾀﾞｰｽﾞﾊﾞﾝ 

ｽﾐﾁｵﾝ 

古い有機合成農薬で、毒性は強いが、低毒性化している。 神経

系に作用し、接触毒、食毒、ｶﾞｽ毒作用など剤により様々である。  

適用範囲は広いが、剤により選択性がある。速効性・残効性・浸

透性など作用特徴も剤により異なる。 天敵・環境への影響は比

較的に大きい。茶園では、ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ防除にｽﾌﾟﾗｻｲﾄﾞ、ﾀﾞｰｽﾞﾊﾞ

ﾝなどが使用されるが、使用は少なくなっている。 

合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ

剤 

ﾛﾃﾞｲｰ 

ﾃﾙｽﾀｰ 

除虫菊 

除虫菊成分（ﾋﾟﾚﾄﾘﾝ）の類似成分を合成したｸﾞﾙｰﾌﾟ剤である。神

経系に作用し、殺虫する。接触毒で作用し、速効的である。 

選択性が少なく、適用範囲は広いが、天敵など生態系への影響も

大きい。ﾊﾏｷﾑｼなど鱗翅目害虫やｳﾝｶ、ｽﾘｯﾌﾟｽなどに効果が高い。 

天敵類への影響が強く、特にﾊﾀﾞﾆのﾘｻｰｼﾞｪﾝｽを起しやすいため茶

園への使用は避けられている。ﾃﾙｽﾀｰは米国輸出茶栽培に使用で

きる。除虫菊は有機栽培園に使用できるが効果は低い。 

IGR 系剤 

（脱皮阻害剤） 

 

(ﾀﾞﾆﾄﾛﾝ混合剤) 

ｶｽｹｰﾄﾞ 

ﾉｰﾓﾙﾄ 

ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞ 

ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞｴｰｽ 

IGR 剤は昆虫の成長、変態、脱皮、生殖などを阻害する生理活

性物質で、その作用で殺虫や発育阻害をする。昆虫の皮膚を形成

するｷﾁﾝ質の合成を阻害し、脱皮阻害作用により殺虫作用を示す。

効果発現は遅効的である。適用範囲は狭く、主に鱗翅目害虫に効

果を示すものが多い。ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞはｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼなど半翅目害虫に、

ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞｴｰｽはｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに有効である。ﾉｰﾓﾙﾄ、

ｶｽｹｰﾄﾞはﾁｬﾉﾎｿｶﾞ、ｳﾝｶなどに一部地域で薬剤感受性低下がみられ

る。ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞ、ｱﾌﾟﾛｰﾄﾞｴｰｽは米国輸出茶栽培園に、ｶｽｹｰﾄﾞは EU、

台湾輸出茶栽培園に使用できる。天敵類や昆虫以外の生物・生態

系への影響は少なく、人畜への安全性は高い。 

IGR 系剤 

（脱皮促進剤） 

 

 

（幼若ﾎﾙﾓﾝ剤） 

ﾌｧﾙｺﾝ 

ﾏﾄﾘﾂｸ 

ﾛﾑﾀﾞﾝ 

脱皮ﾎﾙﾓﾝ的作用で昆虫の脱皮を異常促進し、殺虫作用を示す。 

発育や摂食活動も阻害し、被害軽減する。効果発現はやや遅い。 

鱗翅目に有効で、天敵・生態系への影響は少なく、安全性は高い。 

ﾌｧﾙｺﾝは米国輸出茶栽培園に使用できる。 

ﾌﾟﾙｰﾄ MC 昆虫の発育成長（変態・脱皮）ﾎﾙﾓﾝ代謝に作用し殺虫する。ｸﾜｼ

ﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに有効で、残効性は極めて優れる。待受

型で接触的に作用し、散布適期を見極める必要がなく、越冬期防

除が可能である。蚕毒は極めて強く、桑園周辺は使用できない。

薬剤価格が極めて高い。米国、EU 輸出茶栽培園に使用できる。 



ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤 ﾓｽﾋﾟﾗﾝ  

ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ 

ﾀﾞﾝﾄﾂ 

ｽﾀｰｸﾙ 

ｱﾙﾊﾞﾘﾝ 

ｱｸﾀﾗ 

神経系に作用し、神経伝達遮断により殺虫する。接触毒 食毒で

殺虫作用を示す。速効的で、残効性も優れる。浸透移行性も高く、

茎葉・根などから吸収されて効果を示す剤もある。ｳﾝｶ・ｽﾘﾂﾌﾟｽ・

ｱﾌﾞﾗﾑｼ・ﾎｿｶﾞ・ﾏﾀﾞﾗｶｻﾊﾗﾊﾑｼなどに効果を示す。ﾓｽﾋﾟﾗﾝ、ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ

はﾎｿｶﾞに対する効果が高い。薬剤抵抗性が生じやすく、ｳﾝｶ、ｽﾘ

ｯﾌﾟｽなどに対しﾓｽﾋﾟﾗﾝなどこの系統薬剤で薬剤感受性低下がみ

られる。現在、ｽﾀｰｸﾙ＝ｱﾙﾊﾞﾘﾝは感受性低下がなく、効果がある。 

ｽﾀｰｸﾙ、ｱｸﾀﾗ、ﾓｽﾋﾟﾗﾝ、ﾀﾞﾝﾄﾂは米国輸出茶栽培園、ｱｸﾀﾗは EU 輸

出茶栽培園に使用できる。 

BT 剤 ｴｽﾏﾙｸ 

ｻﾌﾞﾘﾅ 

ﾃﾞﾙﾌｲﾝ 

ｾﾞﾝﾀｰﾘ 

ﾚﾋﾟｸﾘｰﾝ 

ﾁｭｰﾝｱｯﾌﾟ 

微生物 BT 菌の生菌および産生毒素を薬剤にしたものである。鱗

翅目害虫のみに有効で、幼虫に食毒的に作用し、中毒殺虫する。

若齢幼虫に対する活性が高く、散布適期を失しないようにする。

効果発現はやや遅効的で、ﾎｿｶﾞに対しては卵・葉潜期散布の効果

は低く、葉縁巻葉期散布で、虫糞量抑性による防除効果を示す。

作用性が選択的なため、天敵、他の生物など生態系に影響は少な

く、安全性が高い。有機農産物 JAS 規格において使用が認めら

れ、輸出茶栽培園にも使用できるが、EU では生菌剤は使用でき

ないので留意する。 

呼吸代謝系阻害剤 

ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ  

ｼﾞｱﾌｪﾝﾁｳﾛﾝ 

ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 

ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 

 

ｺﾃﾂ  

ｶﾞﾝﾊﾞ 

ﾊﾁﾊﾁ 

ｻﾝﾏｲﾄ 

害虫体内で呼吸ｴﾈﾙｷﾞｰ代謝系阻害の殺虫作用で、接触毒・食毒作

用である。効果発現は剤により異なり、ｺﾃﾂ、ｶﾞﾝﾊﾞは遅効的、ﾊ

ﾁﾊﾁは速効的である。残効性は優れる。剤間の交差抵抗性はみら

れない。主にｳﾝｶ ｽﾘﾂﾌﾟｽﾆ有効な基幹防除剤で、ﾀﾞﾆ類特にｻﾋﾞﾀﾞ

ﾆ・ﾎｺﾘﾀﾞﾆにも高い活性を示し、ｺﾃﾂ、ｻﾝﾏｲﾄはﾊﾀﾞﾆにも効果を示

す。鱗翅目にも有効なものがある（ｺﾃﾂ・ﾊﾁﾊﾁ）が効果はやや低

い。適用範囲は剤により異なる。天敵類への影響は全般にやや強

い。ｺﾃﾂは残留性が高い。ｺﾃﾂは EU、米国輸出茶栽培、ﾊﾁﾊﾁは米

国輸出茶栽培園に使用できる。 

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系 ｱﾌｧｰﾑ  

ｱﾌｧｰﾑｴｸｾﾗ 

ｱｸﾞﾘﾒｯｸ 

ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸ 

抑性性神経系（GABA）阻害による作用で、速効的殺虫作用であ

る。接触的にも作用するが、食毒作用が顕著である。速やかに摂

食停止し、行動緩慢になる。残効性は一般的に低い。 

ｱﾌｧｰﾑは鱗翅目害虫、ｽﾘｯﾌﾟｽに、ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸはﾊﾀﾞﾆ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに、

ｱｸﾞﾘﾒｯｸはﾀﾞﾆ類、ｳﾝｶ、ｽﾘｯﾌﾟｽ、ﾊﾏｷ、ﾎｿｶﾞ、ﾁｬﾄｹﾞに効果を示す。 

天敵などへの影響はやや強く、ﾐﾙﾍﾞﾉｯｸはﾊﾀﾞﾆのﾘｻｰｼﾞｪﾝｽを起こ

す恐れがある。ｱﾌｧｰﾑ、ｱｸﾞﾘﾒｯｸは米国輸出茶栽培園に使用できる。 

ｱﾌｧｰﾑｴｸｾﾗはｱﾌｧｰﾑと IGR 剤のﾏｯﾁとの混合剤である。 



ｽﾋﾟﾉｼﾝ系 ｽﾋﾟﾉｴｰｽ 

ﾃﾞｨｱﾅ 

神経系（ﾆｭｰﾛﾝ接合部）に作用し、殺虫作用を示す。異常興奮・

麻痺を起し、殺虫する。食毒、接触毒として作用するが、食毒効

果が高い。効果発現は速効的で、残効性はない。殺虫ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑは

鱗翅目、ｱｻﾞﾐｳﾏ目に高い活性で、ﾊﾏｷ、ﾎｿｶﾞ、ｼｬｸﾄﾘﾑｼ、ｽﾘｯﾌﾟｽ

に有効で、ﾃﾞｨｱﾅはﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐにも有効である。放線菌が産生す

る殺虫成分のためｽﾋﾟﾉｴｰｽは特別栽培農産物への使用では化学農

薬の散布回数にｶｳﾝﾄされない。ﾃﾞｲｱﾅは摘採前日まで使用可能で、

ﾃﾞｨｱﾅ、ｽﾋﾟﾉｴｰｽは米国輸出茶栽園に使用できる。 

ｼﾞｱﾐﾄﾞ系 
 

ﾌｪﾆｯｸｽ 

ｻﾑｺﾙ 

ｴｸｼﾚﾙ 

ﾃｯﾊﾟﾝ 

ﾖｰﾊﾞﾙ 

最近増加している新系統剤で、昆虫筋細胞小胞体に作用し､Ca  

ｲｵﾝの放出への影響で、筋・体の収縮で、摂食停止などを起こし、

殺虫する。主に食毒性で、速やかな摂食行動阻害で、食害抑性効

果を示す。効果持続性も優れる。主に鱗翅目害虫に卓効を示し、

ﾊﾏｷﾑｼの成虫期散布でも殺虫・産卵抑性などの活性・効果が確認

されている。ｴｸｼﾚﾙ、ﾃｯﾊﾟﾝ、ﾖｰﾊﾞﾙはｳﾝｶ、ｽﾘｯﾌﾟｽ、ﾏﾀﾞﾗｶｻﾊﾗﾊﾑｼ、

ｶﾒﾑｼにも有効である。ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ類、寄生蜂など天敵昆虫への影響

は少ない。新系統剤であるが、ﾁｬﾊﾏｷ、ｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、ﾁｬﾉﾎｿｶﾞに対し

静岡、鹿児島で薬剤抵抗性が発現しており、使用回数は同系剤 1

回程度にする必要がある。ﾌｪﾆｯｸｽ、ｻﾑｺﾙ、ｴｸｼﾚﾙ、ﾃｯﾊﾟﾝは米国輸

出茶栽培園に使用できる。ﾌｪﾆｯｸｽは残留性が高いので留意する。 

その他の合成剤 

ﾌﾛﾆｶﾐﾄﾞ 

ｳﾗﾗ 昆虫の吸汁行動阻害作用で、殺虫活性を示し、吸汁阻害は速効的

にみられるが、死亡までに数日を要し、見かけ的には遅効的であ

る。高い浸透移行性があり、残効性、耐雨性がある。ｽﾘｯﾌﾟｽ、ｳ

ﾝｶ、ｱﾌﾞﾗﾑｼなど吸汁性害虫に高い効果を示す。現在、ｳﾝｶ、ｽﾘｯﾌﾟ

ｽに対する効果の高い基幹防除剤である。天敵などへの影響も比

較的に少ない。米国輸出茶栽培園に使用できる。 

その他の合成剤 

ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝ 

 

  

ｺﾙﾄ ｳﾗﾗと同様昆虫の行動制御剤で、摂食吸汁阻害作用で、殺虫活性

を示す。効果発現はやや遅効的である。ｶﾒﾑｼ、ｽﾘｯﾌﾟｽ、ｳﾝｶ、ﾁｬ

ﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに有効である。ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐに対しては成虫期散布での

効果が高い。ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼにも効果を示す。ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ、寄生蜂など

天敵昆虫に対し影響は少ない。米国、輸出茶栽培園に使用できる。 

その他の合成剤 

ｴﾁﾌﾟﾛｰﾙ 

同・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 

混合剤 

ｷﾗｯﾌﾟ 

ｷﾗｯﾌﾟﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ 

抑性性神経伝達物質 GABA による神経伝達を阻害し、殺虫する。

接触毒、食毒により作用する。吸汁性害虫のｶﾒﾑｼ、ｽﾘｯﾌﾟｽに効果

高く、ﾎｿｶﾞにも登録がある。選択性が狭いため、茶への利用は少

ない。ｷﾗｯﾌﾟﾊﾞﾘｱｰﾄﾞはｳﾝｶ、ﾁｬﾉﾎｿｶﾞに対する防除効果もある。 

ｷﾗｯﾌﾟは米国、台湾輸出茶栽培園に使用できる。 
 



ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ系 

ﾌﾙｷｻﾒﾀﾐﾄﾞ 

 

ｸﾞﾚｰｼｱ乳剤 神経系伝達物質 GABA 作用により、興奮持続により殺虫する。

速効的に作用して被害を回避し、持続効果も優れる。広範囲の害

虫類に極めて高い防除効果を示す。接触的作用で、葉内への浸達

性もあり、葉裏害虫も防除できる。他系統薬剤に抵抗性を獲得し

た害虫にも有効である。天敵類への影響は少し懸念される。 

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、ﾁｬﾊﾏｷ、ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞ

ｼｬｸ、ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ、ﾏﾀﾞﾗｶｻﾊﾗﾊﾑｼ、ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類、ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆなどに有

効である。摘採 14 日前、1 回使用で、秋芽生育期防除に適する。 

米国輸出茶栽培園に使用できる。 

顆粒病ｳｲﾙｽ ﾊﾏｷ天敵 ｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ、ﾁｬﾊﾏｷに寄生し、死亡させる天敵ｳｲﾙｽ製剤である。 

ふ化後の若齢幼虫がｳｲﾙｽを摂食し、感染する。感染幼虫は蛹化

前に全て死亡するが、ｳｲﾙｽは罹病虫体内で、増殖し、死亡後茶

園内周辺に分散し、次世代虫へ継続感染・発病を繰り返す。 

防除効果はｳｲﾙｽ散布翌世代から発現し、数世代持続する。第 1

－2 世代 1 回使用で、概ね秋期まで防除効果が持続する。ﾊﾏｷﾑｼ

の世界に顆粒病ｳｲﾙｽを広くまん延させることが大切で、広域一

斉処理が望ましい。若齢幼虫にしか感染せず、散布ｳｲﾙｽは紫外

線により 1 週間程度で活性を失うため適期散布が重要である。 

散布適期はﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟで第 1 世代発蛾最盛日の 17 日後前後、 

第 2 世代で 10 日後前後である。一般農薬との混用散布は可能で、

ﾊﾏｷﾑｼ類に影響のある殺虫剤との混用、近接散布は罹病虫の早期

死亡で、ｳｲﾙｽの園内増殖がなく、効果の持続が期待出来ないた

め避ける。生物剤のため使用まで冷凍保存し、解凍後速やかに

使用する。人畜・魚介類・天敵昆虫などに感染せず、安全性が

高い。IPM 総合防除に適し、有機、輸出茶栽培園に使用できる。 

ﾌｪﾛﾓﾝ剤 ﾊﾏｷｺﾝ N ﾊﾏｷﾑｼの雌成虫が放出する性ﾌｪﾛﾓﾝの合成剤である。ﾊﾏｷﾑｼ雌雄の

交信撹乱により、交尾行動を阻害し、交尾率を下げ、産卵密度

の低下、加害幼虫密度抑性を期待する防除剤である。効果発現

は遅効的で、第 1 回成虫期処理で、ほぼ 1 年間発生を抑える。

大面積処理で効果が安定する。害虫密度状況（多）で、効果が

不安定化することがある。ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰとﾛｰﾌﾟ製剤があり、ﾃﾞｨｽﾍﾟ

ﾝｻｰは樹冠面下 10cm の枝へ設置のため手間がかかる。（ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝ

ｻｰ製剤 150～250 本／10 a、ﾛｰﾌﾟ製剤 30～50 m／10 a） 

種特異性が高く、人畜、他生物、天敵などへの影響がなく、安

全性が高い。JAS 有機栽培および輸出茶栽培園に使用できる。 

※太字網掛け剤は地区茶栽培暦採用剤    ※赤字は変更部分 



最近の本県における薬剤の感受性などの各種試験データ 

 

図 1   チャノミドリヒメヨコバイに対する供試薬剤の防除効果  

（平成 20 年度 茶業部試験成績 上室氏提供） 

※1．ｽﾀｰｸﾙ、ｳﾗﾗ、ｶﾞﾝﾊﾞ、ﾊﾁﾊﾁ、ｺﾃﾂなどの防除効果が高い。 

 2．ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系薬剤は剤によって感受性が低下し、防除効果が低いものがある。 

 3．ｼﾞｪｲｴｰｽ、ｶｽｹｰﾄﾞは感受性低下のため効果が期待できない。 

 

図 2 チャノミドリヒメヨコバイに対する薬剤の感受性低下事例  

（平成 20 年度 茶業部試験成績 上室氏提供） 

 ※1．約 10 年間で、ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系のｱﾄﾞﾏｲﾔｰ、ﾓｽﾋﾟﾗﾝは感受性が徐々に低下。 

  2．有機鱗剤のｼﾞｪｲｴｰｽは感受性低下が大きい。 



 

図 3 県内各産地におけるﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ防除薬剤の防除効果 

                  （平成 20 年度 茶業部試験成績 上室氏提供） 

 ※1．各産地ともﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系のｱﾄﾞﾏｲﾔ－、ﾓｽﾋﾟﾗﾝおよびｼﾞｪｲｴｰｽ、ｶｽｹｰﾄﾞなどの薬剤 

    感受性は低下し、防除効果は期待できなくなっている。 

 

  図 4 ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏに対する供試薬剤の防除効果 

                  （平成 20 年度 茶業部試験成績 上室氏提供） 

   ※1．ｷﾗｯﾌﾟﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ、ﾜｰｸﾜｲﾄﾞ、ﾊﾁﾊﾁ、ｼﾞｪｲｴｰｽ、ｳﾗﾗ、ｺﾃﾂ、ｶﾞﾝﾊﾞなどの防除効果が 

      比較的に高い。  

    2．ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲに対する効果とは異なる傾向がある。 



 

 図 5  ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲに対する供試薬剤の防除効果 

                   （平成２０年度 茶業部試験成績 上室氏提供） 

※１．両害虫に効果の高い薬剤は少なく、ﾊﾁﾊﾁ、ｳﾗﾗ、ｺﾃﾂなどが比較的に高い。 

表１ チャノホソガに対する IGR 剤の薬剤感受性検定防除効果試験結果・総括（2010 年） 

試験産地 薬剤処理 

時期 

供試薬剤 希釈倍数 無処理区 

卷葉数（葉／㎡） 

防除率 

 （％） 

南九州市知覧 浮辺 8 月 23 日 ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 

ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ（対照） 

4000 倍 

 4000 倍 

 2000 倍 

    308 28.8 

61.7 

99.8 

南九州市頴娃 

加治佐 

8 月 23 日 ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 

ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ（対照） 

4000 倍 

 4000 倍 

 2000 倍 

     45 74.9 

73.8 

100 

志布志市有明 

    大隅分場 

8 月 24 日 

 

ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 

ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ（対照） 

 4000 倍 

 4000 倍 

 2000 倍 

     33   47.0 

 100 

 98.0 

霧島市牧園  

        三体堂 

9 月 6 日 ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 

ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ（対照） 

 4000 倍 

 4000 倍 

 2000 倍 

     42   94.1 

  94.9 

 100 

志布志市有明 原田 9 月 20 日 ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 

ﾌｪﾆｯｸｽ顆粒水（対照） 

 4000 倍 

 4000 倍 

 2000 倍 

     10   90.0 

 100 

 96.7 

※ 1．IGR 剤 ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤、ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤は 2010 年頃一部産地で感受性低下がみられた。 

2．感受性低下は南薩地域、茶業部大隅分場などで顕著にみられた。 

  3．大隅分場では、ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤で感受性低下がみられ、ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤はみられなかった。 



表 2 平成 31 年にチャノホソガが多発した南九州市知覧菊永地区茶園 

における供試薬剤の防除効果             （2019 年度 茶業部試験成績） 

 供試薬剤 希釈 

倍数 

系統 三 角 卷 葉 数 （葉／㎡） 防除率 

１ Ⅱ Ⅲ 平均 （％） 

ｻﾑｺﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

ｴｸｼﾚﾙ SE 

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 

ﾃﾞｨｱﾅ SC 

ﾌｧﾙｺﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 

無 処 理 

4000 倍 

2000 倍 

2000 倍 

5000 倍 

8000 倍 

 — 

ｼﾞｱﾐﾄﾞ 

ｼﾞｱﾐﾄﾞ 

ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 

ｽﾋﾟﾉｼﾝ 

IGR 脱皮促進 

322 

474 

546 

 30 

 60 

1196 

 634 

 258 

 484 

  24 

  32 

1160 

830 

154 

616 

   6 

  66 

734 

595.3 

295.3 

515.3 

  20.0 

52.7 

1030.0 

42.2 

71.3 

50.0 

98.1 

94.9 

－ 

※１．ｼﾞｱﾐﾄﾞ系のｻﾑｺﾙ、ｴｸｼﾚﾙは防除効果が低く、感受性低下が示唆された。 

2．ｽﾀｰｸﾙは一般的に効果がやや低い。 

 

表 3  2021 年南九州市知覧松山地区現地茶園におけるﾁｬﾉﾎｿｶﾞ防除剤試験の防除効果 

                         （令和 3 年経済連肥料農薬課試験） 

    供試薬剤 希釈倍数  三角卷葉数  （葉／㎡） 防除率 

 （%）  １  Ⅱ  平均 

1  エクシレル SE 

2 テッパン液剤 

3 カスケード乳剤 

4 ファルコンフロアブル 

5 ディアナ SC 

6 アグリメック 

7 アファームエクセラ顆粒水和剤 

8 モスピラン SL 液剤 

9 グレーシア乳剤 （参考） 

10 無 処 理 

2000 倍 

1000 倍 

4000 倍 

4000 倍 

2500 倍 

1000 倍 

1000 倍 

4000 倍 

2000 倍 

  2846 

  2548 

  2156 

  1364 

    52 

  2328 

   750 

  1220 

     0 

  3136 

  3212 

  2184 

  1816 

  1008 

   104 

  1632 

   604 

  1012 

     0 

  2224 

 3029.0 

 2366.0 

 1986.0 

 1186.0 

   78.0 

 1980.0 

  677.0 

 1116.0 

      0 

 2680.0 

    0 

  11.7 

  25.9 

  55.7 

  97.1 

  26.1 

  74.7 

  58.4 

 100 

  － 

※ 激発生茶園における試験である。 

※ ｸﾞﾚｰｼｱ乳剤の効果は極めて高く、ﾃﾞｨｱﾅ SC の防除効果も高かった。 

※ ｼﾞｱﾐﾄﾞ系剤（ｴｸｼﾚﾙ、ﾃｯﾊﾟﾝ）の防除効果は殆ど見られなかった。 

※ IGR 系脱皮阻害剤（ｶｽｹｰﾄﾞ）の防除効果も低く、感受性の回復はみられなかった。 

※ IGR 系脱皮促進剤（ﾌｧﾙｺﾝ）の防除効果も 50％程度の防除率で、感受性低下が示唆

された 

※ 以前防除効果が優れたﾓｽﾋﾟﾗﾝの防除効果も防除率 58%でかなり低かった。 

※ ｱﾌｧｰﾑｴｸｾﾗの効果はみられるが、実用性は低く、ｱｸﾞﾘﾒｯｸの防除効果は低かった。 


